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要旨：小学校における自閉症教育や特別支援教育の目的や重要性を文部科学省の通達などを通し

て概観した。次に、小学校における自閉症教育や特別支援教育がアドラー心理学の思想、理論に

合うことを述べた。さらに、事例を通してアドラー心理学が自閉症児への支援教育に有効である

ことを明らかにした。

キーワード：アドラー心理学、教育、自閉症、支援教育、共同体感覚

Abstract : We first overviewed a purpose and importance of the autistic education and special support ed-

ucation in the elementary school. We, then, made it clear that the philosophy and the theory of the Adlerian

psychology are effective for the support education of autistic children.
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はじめに

自閉性障害については、フーバーとジバリッヒ(Huber,R.J. and Zivalich, D.M. 2004)は、「オ

ペラント理論が、アドラー心理学の視点から扱うと社会的関心を持った行動について勇気づける

ことが可能だ」と述べています
(１)

。ミラー(Millar,A. 2011）は、これに反論し、「自閉症者の限

定された社会的互恵性に見えるものに焦点を当てたアプローチに異議を申し立て、非自閉症の人

から自閉症の人への限局された社会的互恵的行為の問題に目を向けるよう挑戦」(２）しています。

日本でも、梅崎(1994)が、「２語文以上による日常会話レベルの言語表現」ができない自閉性障

害児でも「自閉性障害児を尊敬しながら、彼と共に『言語』を構築していくこと」
(３）

が可能で

はないかと述べています。また、東(2011)は、発達障害の疑いのある生徒への関わりについて、

課題を共有することが難しい場合に、「（１）開いた質問を使うかわりに選択肢を示して選んでも

らう。（２）それでも答えられないときには、こちらの意見をわかりやすくはっきりと伝える。（３）

話の内容よりも口調や雰囲気に敏感に反応するので、真面目な話だとわかるように伝える工夫を

する。（４）いま見えている不適切な行動にとらわれず、適切な行動を育てていくため、声をか

けるところとかけないところを区別する。（５）先生ひとりひとりと話をする機会を作り、Ａの

パーソナル・ストレングスを一緒に探したり、保健室でうまくいった対応の方法を伝えたりする」
（４）

ことで、生徒の成長を援助した事例を述べています。そして、山下と池田(2013)は、保育園

での自閉症児との関わりにおいて、まず、保育士への勇気づけを行った結果、保育士集団が園児

への積極的、肯定的評価を伴う関わりを行うことができるようになり、相互に勇気づけをしあう

平等な関係を体験できた事例を報告しています
（５）

。
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2013年の第30回日本アドラー心理学会総会において「アドラー心理学と自閉症」というシンポ

ジウムが行われ柴田が発表しました。今回、小学校における自閉症教育の現状とアドラー心理学

を導入することの意味と効果について総会での事例を含めて検討しまとめたので報告します。

１．小学校における自閉症教育の現状とアドラー心理学を導入することの意味について

（１）小学校における自閉症教育の現状

「特別支援教育」という言葉を聞いたり、見たりしたことがある方も多いと思います。特別支

援教育とは、どういうものなのでしょうか。その理念は、「特別支援教育の推進について（通知）」
（６）

（平成19年４月１日）で次のように全国に示されています。

そして、平成19年４月から、「特別支援教育」が学校教育法に位置づけられ、すべての学校に

おいて、障害のある幼児児童生徒の支援をさらに充実していくこととなりました
（７）

。

また、小中学校における特別支援教育の対象児童については図１のように文部科学省は示して

います
（８）

。

ここで、学校教育で自閉症とはどういう状態だと考えているのかについて述べます。学校教育

とは、文部科学省が中心ですから、文部科学省の定義をそのまま学校教育では受け入れることに

なります。文部科学省は自閉症の定義を次のように示しています。

（９）
。

自閉症と診断された子どもは、保護者の同意があれば特別支援学級に在籍して、その子どもに

合った特別支援教育を受けることができるようになっています。特別支援学級は、小・中学校に

障害の種別ごとに置かれる少人数の学級（８人を上限）であり、知的障害、肢体不自由、病弱・

身体虚弱、弱視、難聴、言語障害、自閉症・情緒障害の学級があります。全国の小学校における、

特別支援学級数と児童数は表１の通りです
（10）

。

障害のある子どもにかかわる際には、障害の特性等に応じてそれぞれ配慮が必要であることが

指摘されていて、情緒障害・自閉症のある子どもへの配慮は、次のようなことが示されています
（11）

。
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日本の学校では、現在、上の５点を中心にして配慮をしながら、特別支援教育が実践されてい

ることになります。その手法としては、「自閉症の本質は中枢神経系を含む器質的問題であり、

それが彼らの見る世界や状況の見通しに混乱や影響を及ぼしている」(佐々木、2011)
(12)

ととらえ

構造化と視覚的情報に重点をおいた指導をする Treatment and Education of Autistic and related

Communication handicapped Children (TEACCH)、「動物実験などで明らかにした行動の法則性、

規則性を現実の問題解決に適用する支援技法」（佐久間2013）
(13)

である応用行動分析、「困難を抱

える状況の総体を『ソーシャルスキル』と呼ばれるコミュニケーション技術の側面からとらえ、

そのような技術を向上させることによって困難さを解決しようとする技法」である Social Skill

Training (SST)
(14)

を始め様々な支援技法が実践されています。

（２）学校教育へアドラー心理学を導入することの意味

学校教育法では、小学校の目的や教育について、次のように定めています。

（表１）全国の小学校における、特別支援学級数と児童数（平成 24年５月１日現在）

15,663(47.8%) 57.565(50.5%)

1,927(5.9%) 3,226(2.8%)

927(2.8%) 1,693(1.5%)

265(0.8%) 322(0.3%)

585(1.8%) 944(0.8%)

450(1.4%) 1,454(1.3%)

12.956(39.5%) 48.757(42.8%)

32.773 113.961

知的障害

肢体不自由

病弱・身体虚弱

弱視

難聴

言語障害

自閉症・情緒障害

総計

学級数（学級） 児童数（人）

小学校区分
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また、特別支援教育は、「障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を

支援するという視点に立ち」教育するものであり、「障害の有無やその他の個々の違いを認識し

つつ様々な人々が生き生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、我が国の現在

及び将来の社会にとって重要な意味を持っている」
（15）

とされています。

以上述べてきたような、小学校の目的や小学校における教育、特別支援教育の目的や重要性は、

マナスターとコルシーニ(Manaster,G.J. and Corsini,R.J. 1995)が言う「個人教育の目標は、伝

統的な学校の通常の目的を達成することである。つまり、コミュニケーションと計算の基礎や、

自然科学・社会科学・人文科学の基礎的知識を身につけ、健康な自己と協力的な態度を発達させ

ることである。中略。個人教育の完全な目標は、四つのＲで始まる事柄である。つまり、責任

（Responsibility）、尊敬（Respect）、臨機応変性（Resourcefulness）、社会性（Responsiveness）であ

る」
(16)

や野田と萩(2006)が「１．尊敬、２．責任、３．社会性、４．生活力 これこそが学校教

育が子どもたちに供給しなければならないサービス、すなわち学校教育の根本的な目標」
(17)

と言

っているように、アドラー心理学が目指す共同体感覚の育成と何ら反するところはないように思

います。

２．事例報告

以下に、自閉症のＡ君（当時５年生）と柴田との関わりを通して、アドラー心理学の理論や理

念が自閉症支援教育に効果があった事例を報告します（以下、「私」とあるのは柴田です）。

（１）Ａ君と私との出会い

私は小学級の教員をしています。５年前の４月に特別支援学級の担任になり自閉症のＡ君（５

年生）ともう一人の児童の担任になりました。Ａ君は重度の自閉症で、自分から意味をもって人

に伝えるような発語は全くなく、大声を出して突然走り、気にいらないとパニックを起こして暴

れていました。機嫌のいい時でも、こちらの問いかけにオーム返しをするのみで、終始聞き取れ

ない一人言をぶつぶつ言っていました。

一日の生活は、一日に１枚のプリントのなぞり書きをやる以外は、彼の気分によって、好きな

音楽を繰り返し聞いたり、好きな絵本を見たり、ちょっと不安定な時は、お気に入りの椅子にじ

っと座るなどのことを、ローテーションで繰り返していました。

自閉症児に対しては、いくら勉強を教え、いろいろ身につけさせたとしても、大人になって自

立して就労できるわけではないこと、さらに、勉強を教えても身につかない児童もいるので、つ

らい思いをさせて何かを学ばせるよりは、機嫌良く楽にその日を過ごさせた方がよいという考え

で教育されて来たようでした。私は、１つでも２つでも、できることを増やすための支援こそが、

大切だと考えました。

（２）アドラー心理学をもとにした支援の基本的な考え方について

私はＡ君について、前述した責任（Responsibility）、尊敬（Respect）、臨機応変性（Resourcefulness）、
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社会性（Responsiveness）が、日本では、「尊敬」「信頼」「責任」「社会性」として知られている

ので、この４つを学んでもらうことを基礎にした支援をしようと決心しました。Ａ君の今の状態

は、きちんと体験して学ぶという経験が与えられていないようなので、私は、Ａ君をきちんと「尊

敬」し、機嫌良く楽に過ごすという放任状態を止めることにしました。

次にこれから新たに学んでいけばＡ君は絶対成長してできることが増えると「信頼」すること

にしました。

Ａ君は身の回りのことはほとんど人まかせで、立っているだけで、なにもしなくても、どんど

ん身のまわりのことは進んでいました。私は、Ａ君は自分のことは自分でして、その結末を引き

受けることをさせてもらってないと考えました。自分の身のまわりのことは、自分でしてその「責

任」をきちんととれるようにしていこうと考えました。

最後は、今は、極端に閉ざされた世界に住んでいますが、少しでも外の社会とＡ君の回路がつ

ながりあえるように「社会性」を身につけてもらおうと考えました。

こうして支援の基本的な考え方は決まりました。具体的にどのように関わったら良いかの糸口

が見つかりませんでしたが、困った時は、「１点突破で！」ということを聞いたことがあるのを

思いだしました。まずは１点突破で、とにかく相手の興味・関心に関心を持つことにしました。

それから、仲間だと思ってもらえるように行動しようと決めました。

Ａ君の興味関心といえば、いつもつぶやいているお経のような一人言です。この一人言に徹底

的につきあうことにしました。それから、スキンシップをとるために、くすぐって遊ぶことにし

ました。

（３）文字の習得について

長期的な働きかけとしては、①文字の習得 ②身辺自立 ③作業学習の三本柱を中心に取り組

んでいくことにしました。

まず、文字の習得に向けての取り組みは、一人言に徹底的につきあった所から、始まります。

具体的には、Ａ君がつぶやくと、私がリピートして同じことを言います。延々代わり番こに言い

ます。最初はＡ君も不思議そうな顔をしていましたが、だんだんと私が言い間違えるともう１回

同じことを言って教えてくれるようになりました。それで分かってきたことは、彼の一人言は、

お経や意味不明の言語ではなくて、Ａ君の大好きなトムとジェリーとディズニーのアニメの DVD

のタイトル名、ドーナツやアイスやジュースの種類などを唱えていたのです。それは、Ａ君の好

きな物のオンパレードだったのでした。

こちらが用意したプリントはやらないけれど、この唱えている内容を書くのなら、喜んで書い

てくれるのではないかと思いつきました。私が赤ペンで、Ａ君の言うことを、枠のなかに順番に

書いていき、それを鉛筆でなぞらせるのです。試しにいつもの唱えを赤ペンで書いて、Ａ君にみ

せたところ、驚くぐらい反応をしました。あっという間に書いて、もっと書いて欲しそうにして

いました。また書くと、すぐ書く、そして、また書いて欲しそうにしていました。こうしてＡ君

は初めて自分の言葉を視覚化して楽しむという大きな喜びを味わったのです。この日から、Ａ君

の書いて欲しい攻撃が始まりました。家族、クラスの誰か、もちろん私にも、服を引っ張り、ペ

ンをもたせ、紙を指さしします。それは、視覚化だけではなく、今まで誰にも聞いてもらったこ

とのないつぶやきを人が聞き取ってくれる喜びや書いてくれる人とその時間を共有できる喜びも

含まれていたと私は信じています。そして初めて、外の世界の人々に対して書いてもらいたいと

いう要求が産まれ、人々との関わりができたのです。

文字の習得に向けて、私が書くときは、私に対して言葉として「書いてください」と言うこと
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（自分から意味を持って人に伝える発語の練習）、書く前に必ずひらがなプリントと数字のプリン

トと２枚練習することと、椅子に座る習慣がなく好きな所をうろうろしていたので自分の椅子に

座り机で書くこと（学習の習慣づけ）と３つの条件をつけることにしました。そして毎日唱えて

は、書いてもらい、またそれを唱えながらなぞる三昧の生活となり、他者との関わりのなかで生

活するようになりＡ君の毎日は、大きく変化しました。

そして以前は全く視線が合わなかったのに、「書いてください」と頼むときに視線がしっかり

合うようになってきました。椅子に座り、机に向かう時間も長くなってきました。ただぼんやり

好きなことをしていた頃とは違い、いきいきとなぞることを楽しんでいる様子でした。さらに、

だんだんとカラーペンを使って色を楽しむようになりました。グレープジュースは紫、りんごジ

ュースは赤、オレンジジュースは黄色です。その頃になると、黒板のところに月曜日から金曜日

のマグネットを順番にかさねてあるのですが、以前は少しでも順番が違うと怒って直していたの

ですが、書いてもらって楽しむことに夢中で、マグネットには見向きもしなくなりました。順番

へのこだわりは見られなくなりました。加えてパニックを起こしているとその分、書いてもらっ

たり、なぞってもらったりする時間が減るわけですから、パニックを起こしている余裕なく、だ

んだんと起こさなくなっていきました。

ところが、今度は、私のほうが、書くばかりで面倒臭さを感じるようになりました。

Ａ君の文字の習得に向けて私が楽のできる次の手を考えないといけないと考えて思いついたの

が、私が手をそえて一緒に書く方法です。それで一緒に書きながら少しずつ簡単な「し、い、く、

つ」などから始めて手を離して自分で書いてもらうのです。ひらがな練習プリントの成果もあっ

て少しずつ一人で書ける字が増えていきました。そしてひらがなが全部書けるようになり、カタ

カナが書けるようになり、１年生の漢字も覚えました。このあたりになるとパニックは全くなく

なり、落ち着いた安定した生活を送るようになりました。Ａ君自らが率先して、１日長時間自学

をしてくれているようなものです。この頃、以前のＡ君を知る先生が、Ａ君の変化と能力を認め

てくれて嬉しかったです。

（４）身辺自立の取り組みについて

次に身辺自立についての取り組みについて述べます。４年生まで身の回りのことは、殆ど大人

がやっていました。「早くたたんで！」といっても、「うきー」と怒りだせば、なんだか機嫌が悪

いと大人が察知して最後までやらさず大人がやってしまいました。Ａ君は、怒れば大人がやって

くれることを学んでいますので、面倒なことは怒って大人にやらせてきたと私は考えました。し

かし、私は、彼を「尊敬」「信頼」していますので怒っても泣いても飛び跳ねても、黙ってする

まで待ちました。そして、自分のことは、全部自分でやってもらうことにしました。着替えたり、

たたんだり、荷物をしたり、給食の自分の分の配膳やふりかけの袋あけ、掃除のぞうきんのしぼ

りや片付けなどほとんど人にやってもらっていた仕事を全部Ａ君にお返ししました。

それから発語も大切な自立への道です。要求をこちら側に伝える必然性ができる場面をなるべ

く設定するようにしました。給食のときは、ご飯にふりかけをかけるのですが、１度にかけずに

数回に分けてかけるようにし、その都度「ふりかけをください」と言ってもらうようにしました。

他にもいろいろな場面で言葉を教えました。いきなり、全部言うのは無理なので、まずは、言葉

を教えます。Ａ君が腕をつかんだり、服を引っ張ってきたりしたときは、大概どうして欲しいか

が私には分かっていましたので、だんだんとその言葉の語尾を消していきました。例えば、まず

「ふりかけをくださ？ 何？」、その次のときには「ふりかけをくだ？？ 何？」というようにして

言えるようにしていきました。その結果、「書いてください」「ペンを貸してください」「はさみ
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を貸してください」「ふりかけをください」「おかわりをください」「紙をください」「鉛筆を削ら

せてください」「トイレに行って来ます」「ありがとうございました」「助けてください」「袋を開

けてください」「とってください」などが言えるようになりました。

私にだけでなく、Ａ君が困ったときに同級生に「助けてください」と助けを求めたということ

もあり感動しました。何も言えなかったときより随分便利になったと思います。また要求を伝え

られるようになったこともパニック減少に繋がったと思います。

（５）作業学習への取り組みについて

次に作業学習への取り組について述べます。Ａ君は、何かの作業のときには、全く参加できず

近くで声をだしながら飛び跳ねて、行ったり来たりして走り回っています。これもなんとかしな

いといけないと考え、Ａ君が大変好きなカレー調理で作業参加に取り組むことにしました。これ

は、簡単なルールです。エプロンを着けて（彼はエプロンが大嫌いでした）、作業に参加すれば

カレー（給食＋カレー１品）を食べられるが作業しないと給食だけしか食べられないというもの

です。しかもＡ君に理解してもらうまで、複数回行うことにしました。１回目、もちろんＡ君は

エプロンを着けません。相変わらず飛び跳ねたり、走ったりを繰り返しています。５分に１回く

らい、「エプロン着けて手伝って！ 手伝わないとカレー食べれんで！」と言い続けましたが、エ

プロンを投げて怒るばかりです。そして、カレーができても、Ａ君は食べられませんでした。「うー

ん、カレー食べれんねー」と言うと、怒るでもなくじっと何か考えているようでした。２回目も

同じです。何度誘っても 飛びはねて嫌がるばかりです。そしてまたＡ君は食べられませんでし

た。また「うーんまたカレー食べれんねー。次はエプロンつけて手伝いしようね。それで一緒に

食べようね」と言うとまた怒るでもなくじっと何か考えているようでした。そしてついに３回目、

「Ａ君カレーを作るので、エプロン着けようか」と言うと自分からエプロンを袋から出して私に

差し出してきたのです。「よっしゃー！ やろう！」と教職員皆で喜んで作業をしました。そして

やっとＡ君は、おいしくカレーを食べることができました。その日がＡ君の作業デビューとなり

ました。Ａ君は、作業しないと食べられないことを理解してくれたのです。Ａ君が作業に参加す

ることのきっかけをつくることができました。

続けて、次々と調理をしました。この頃になるとＡ君が飛び跳ねたり、走り回ったりすること

は一切なくなりました。エプロンを着けて必死で手伝っています。そうして、だんだんと実は、

Ａ君の手先がものすごく器用なことがわかってきました。力があるので、野菜を切ってもよく切

れます。また卵の殻むきでは、私が１個むく間に３個もむいてしまいました。

そのたびに皆で喜びあいました。Ａ君も嬉しそうでした。そしてＡ君自身が、自分には能力が

あると気がつきました。自信もついたのか、調理以外の作業にも参加するようになり、畑の水や

り、草ひき、掃除、日常の細々したこともどんどんやれるようになりました。そして、作業に参

加するとどうしても、他の人との関わりがでてきて、アンテナが外の世界にむかざるを得なくな

りました。ついには、Ａ君がクラスメイトにちょっかいをだしたり、じゃれあったりするように

なりました。そして集団参加の場面でも、全く目立たず静かにしていられるようになりました。

（６）貢献感を感じてもらう

こうして 文字の習得、身辺自立、作業参加とそれに伴う周りとのつながりなどができてきて、

Ａ君は、別人のようになりましたが、後、私は、何かが足りないと思えてきました。それは、ア

ドラー心理学でいう「貢献感」です。やはり誰かの役に立つことは、大きな喜びです。そういう
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経験もＡ君に必要だと思えてきました。そこで、職員室の七人の教員の給食の配膳準備をさせて

もらうことにしました。今まで、交流学級の給食当番もしたことがないので、１からでしたが頑

張りました。交流というのは、支援学級の児童が普通学級と交流するという意味です。実質のク

ラスは違いますが、同学年の１クラスに所属して、一緒に活動するのです。給食、朝や帰りの会

や学校行事などに一緒に取り組みます。そこでもＡ君はクラスの給食当番は任せられていなかっ

たのです。この時初めて当番活動に取り組み、先生達から、毎日「ありがとう！」「おいしかっ

たよ」と声をかけてもらえるようになり、ますます配膳にも励むようになりました。

こうして二年間支援してきてＡ君は無事に卒業し、支援学校に入学しました。小学校から、中

学校の支援学級に進学する場合もありますが、それは、軽度の障害児童の場合です。私の勤務校

では中学校の支援学級に進学する児童が多かったのですが、地域や年度によりまちまちだと思い

ます。さてのちにＡ君の話を聞く機会があり、それによると、言われた作業は全部まじめにでき

るという話でした。写真も見る機会があり見ましたが、エプロンをつけて調理をしている写真で

した。あのカレー作り作戦がなかったら、あの写真も存在してなかったかと今さらながら、感慨

深いものがあります。

考察

Ａ君との関わりを通して私たちは以下のように考えました。まず、学校の時間を楽しく過ごす

ことで、意味のある時間をすごすことができるようになり生活の質が向上しました。それにとも

ないこだわりや、パニックが減少したと考えます。自閉症児の特徴として、こだわりやパニック

がよく言われますが、それは、尊敬や信頼や責任のない甘やかされた生活の二次障害ではないか

と私たちは考えます。こだわりやパニックで社会に居場所を作るより、尊敬や信頼や責任を持っ

た生活で社会に関わることの方が、有意義と感じるのは自閉症児も同じだと考えます。そして、

やはりこちら側が求めていくことが大切だということをＡ君の事例は示していると思います。ど

うせ無理だとあきらめるのではなく、ある面きびしく求めていくことも必要だと思います。自閉

症児には、静かな環境が必要だとか、視覚支援でスケジュールを見せるとか、どちらかといえば、

なるだけ落ち着いて刺激を減らしていく方向ですが、もちろん児童の個性や自閉症の特性は配慮

すべきですが、なるべくハードルを下げずに求めていくことが重要ではないかと思います。始め

から能力を低く見積もって関わることは、かえって「あなたには能力がない」と伝えることにな

り、勇気くじきになると思います。Ａ君にも、本気を出して必死でがんばり伸びていく能力があ

るのです。誰にも何にも期待されずに１日静かに過ぎていくのは寂しいのではないかと思います。

Ａ君は、支援学校入学後中学３年生のときに、家庭から自立し寮に入り、それ以降集団生活をし

ながら楽しく暮らしているそうです。

今回の支援の成功を野田(2013)は、「アドラー心理学を知らない人がその過程を見ると、応用

行動分析との区別が難しい」「技法だけを見ると、『どこがアドラー心理学であるか』をわざわざ

強調しておかないかぎり、他派の治療と見分けがつきにくい」
(18)

と述べています。そこで、前述

した自閉症支援のための方法とアドラー心理学との違いを、本論文では応用行動分析を例に挙げ

て考えてみます。まず、応用行動分析の理論的枠組みは、アルバートとトールマン（Alberto,P.A.

and Troutman,A.C.1992）によると「人間がそうしようと決めたからこそそうしている」という

立場をとらず「行動は、『法則的』(法則に従って予測ができる)だと考え、その原因を環境の出

来事の中に求める」
(19)

という決定論の立場をとります。そして、その基礎となる理論は、 佐久

間(2013)によると三項随伴性という「行動を『行動に先行する事前の出来事』『行動』『行動に後
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続する事後の出来事』と３つの項目に分けて項目間の関係を追求」
(20)

して行動の法則を明らかに

します。さらに、藤原（2004）によると「行動の原因を次のような個体内部の出来事に求めず、

そういった内的概念によって説明することをしない。①神経生理学的な出来事。②心的出来事。

③実体のない概念（例えば動機づけなど）」
(21)

としています。しかし、「そうした要因を否定して

いるわけではなく、あくまで内的事象をも含んだ行動が生じるに至る外的環境要因を解明しよう」
(22)

とします。このように、まず理論的に、アドラー心理学の基本前提である個人の主体性（しか

し、非決定論ではなく柔らかい決定論の立場はとる）との違いがあると考えます。アドラー心理

学では、Ａ君の行動変化の理由を、Ａ君が柴田との関わりを通して適切な行動をとって社会に居

場所を作ろうと決心したからと考えると思います。

次に、応用行動分析の技法として、山上(2009)は「刺激 - 反応分析、構造化、強化、教示、課

題分析等」をあげています
(23)

。技法的には、応用行動分析の視点からは、柴田の事例はこれらの

技法や、谷(2013)の言う「指導者が指示や強制といった先行刺激の提示を少なくし、子どもの行

動と機能的に対応する強化子を用いる」
(24)

フリーオペラント技法が用いられていたと理解される

と思います（例えば、お経や意味不明の言語だと思っていた内容がＡ君の大好きなトムとジェリー

とディズニーのアニメの DVD のタイトル名等と分かった後に、これを聞き取り書いたこと等）。

すなわちＡ君のとるオペラント行動に対して、柴田がとった対応が、Ａ君にとっては、快だった

ため、それが強化子となって、その行動が強化され増大したと考えると思います。それに対して

アドラー心理学は、柴田の関わりをミラー(2013)が言うように「相互に尊敬しながら互いの世界

を知ることができる接点を見つける」
(25)

関わりであったと考えます。この関わりの結果、「目標

が仲間であることに向けられたもの、人生の有用な面に向けられたものであれば、中略、幸福感

と、建設的で有用な活動に伴う価値と力の感情を持つようになり」(アドラー、1998)
(26)

、「(十

分発達し、社会適応している子どもは)優越感を発達させるために(人生の)有用な面で目標を探

すことを任せておける」(アドラー、2001)
(27)

ようになったと考えると思います。つまり、Ａ君は

柴田との関わりによって、社会の有用な側にいられるようになり、これが喜びとなって行動が変

化していったと考えます。

さらに、思想的には、応用行動分析について、佐久間(2013)は、「応用行動分析という行動コ

ントロールの技術は、中略、意識至上主義の臨床心理学、教育に比べると成果がかなり強力であ

る。中略、しかし、あくまでも単なる技術でしかない。技術があって、その技術を使いこなすフ

ィロソフィーがなければ、その先は自己破滅であろう」
(28)

、また「授業中に立ち歩きを注意して

も効果がない、おしゃべりが多い、宿題をしてこない、こうしたやっかいな行動を次から次にコ

ントロールすればいいのであろうか？」
(29)

と述べています。アルバートとトールマン(1992)は「指

導が倫理にかなうものかどうか」について、「プログラムの目標、手続き、成果について社会的

妥当性が確立していることが大切」
(30)

と述べています。特に「達成目標が、学校や施設ではなく、

子ども自身に利することであること」
(31)

としています。アドラー心理学は、アドラー心理学の中

に「共同体感覚の育成」という価値を持っています。柴田は、前述したようにアドラー心理学の

目指す教育の目標である共同体感覚の育成、つまり野田(2013)が言う「これはみんなにとってど

ういうことだろうか、みんながしあわせになるために私は何をすればいいのだろうか」
(32)

と考え

られようになることを目標に支援しました。すなわち、応用行動分析も倫理的な価値の重要性を

認めていますが、倫理的な価値は応用行動分析の中にないのに対して、アドラー心理学は、アド

ラー心理学の中に共同体感覚の育成という価値を持っているところが違いではないかと考えま

す。今後も、アドラー心理学は他派の多くの技法をアドラー心理学の理論枠で捉えながら取り入

れつつ、共同体感覚の育成を目指していくことが重要だと思います。

アドラー心理学の利点をまとめると以下のようになります。１：思想的には、応用行動分析等
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と違い、共同体感覚の育成という思想を内包した心理学なので、障害児教育にアドラー心理学を

用いると、親や教師の期待によって、つまり親や教師の課題を肩代わりさせるために、目先の社

会適応に向けて児童を変えようとする危険性が低いと考えます。しかも、今回の柴田の事例のよ

うに、共同体感覚の育成に向けて関わることで、結果として適応行動も学べることも利点だと考

えられます。２：理論的には、自閉症児の行動を、応用行動分析の条件づけといった外発的条件

づけの結果と考えず、本人の信念から来るものと考えるので、本人の特性と環境的因子も考慮に

いれつつも、私たちが社会的互恵性の視点で個々の児童を理解し関わると、共同体にとって貢献

的な信念と行動を身につけようと児童本人が決心してくれると大変楽観的に考えられることがア

ドラー心理学の利点だと考えます。最後に３：技法的には、近年、応用行動分析だけでなくさま

ざま技法が開発されていますが、これらの技法を積極的に、しかも安全に取り入れることが可能

なのもアドラー心理学の利点だと思います。

Ａ君は、集団生活の中で、いろいろな係や役割があり、一定のルールに従って生活しなければ

ならず、もちろん身の周りのことも一人でしないといけない状況で、それを楽しめるという、と

てもたくましい子に育ったと思います。社会に自分の居場所があり、社会とつながっている実感

もあるのではないでしょうか。将来的には就労し、社会に貢献していけると思います。

自閉症児には、出力機能にかなり困難がありますが入力機能は未知数です。何もしなければ、

その能力は眠ったままで大人になっていったでしょう。この未知数の能力を信頼してしっかり相

手に成長を求めていくことが大切だと考えます。そのためには、梅崎(1994)が「私自身が、子ど

もをより誠実に理解し、適切な仕方でつきあるように常に工夫すること」
(33)

が必要と述べ、さら

にミラー(2011)は、「自閉症の人が平等の位置にいることを可能にし、そして社会での責任ある

生き方をする可能性を増大するためには、非自閉症の人が自閉症の人の目で世界を見るという大

いなる努力が必要であるし、また非自閉症の人が社会的互恵性というやり方で率先して行為する

ことが必要である」
(34)

と述べているように、まず私たちが自閉症児の興味・関心に興味関心を持

ち、そして、関わることで、共同体に貢献できるように勇気づけていくことが可能になると思い

ます。その意味で、柴田はＡ君の興味関心に興味をもち、それを理解したことがＡ君に分かるよ

うに様々な努力をしました。そして、信頼関係が出来た後は、前述したように、なるべくハード

ルを下げずに求めていきました。

以上述べたように、相手を尊敬し、信頼し、責任を持って生活できるように支援し、将来の社

会貢献につなげていくという思想のもとに、様々な技法を用いるアドラー心理学は、小学校学校

教育における自閉症児への有効な支援になり得ると考えられました。

さいごに

私たちに、多くの勇気づけを与えてくださり、さらに学会発表や論文にまとめることを快く認

めてくださったＡ君や、そのご家族に感謝を申し上げます。
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図１ 文部科学省 HP 「特別支援教育の対象の概念図」より


